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一 

 



 

沖
縄
県
の
失
業
率
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
復
帰
以
来
急
増
し
、
常
に
全
国
平
均
の
二
倍
か
ら
三
倍
と
い
う
極
め

て
高
い
数
字
を
記
録
し
推
移
し
て
い
る
。
沖
縄
開
発
庁
が
発
表
し
た
沖
縄
県
労
働
力
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
沖

縄
県
の
完
全
失
業
率
は
、
昭
和
五
十
八
年
度
の
平
均
で
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
国
平
均
の
二
倍
を
上
回
つ
て
お

り
、
深
刻
な
実
態
が
依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。 

と
り
わ
け
失
業
問
題
は
、「
格
差
是
正
」
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、
復
帰
前
の
一
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
か
ら
比
べ
る
と
大

き
く
後
退
し
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
失
業
問
題
の
解
決
に
当
た
り
何
ら
有
効
な
具
体
策
を
講
じ
て
こ
な
か
つ 

を
掲
げ
て
き
た
。
復
帰
後
十
三
年
目
に
入
つ
た
今
日
、
県
民
所
得
は
全
国
平
均
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
全
国

最
下
位
で
あ
る
の
を
は
じ
め
、
教
育
、
医
療
、
福
祉
施
設
な
ど
本
土
と
の
格
差
が
著
し
い
。 

 
政
府
は
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
基
本
計
画
に
「
本
土
と
の
格
差
是
正
」
、「
自
立
的
発
展
の
基
礎
的
条
件
の
整
備
」 

沖
縄
県
に
お
け
る
雇
用
・
失
業
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

た
政
府
の
責
任
は
重
大
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く
現
状
を
打
開
す
る
具
体
的
な
対
策
が
緊
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

一 

沖
縄
県
の
沖
縄
振
興
開
発
計
画
関
係
資
料(

昭
和
五
十
七
年
十
月)

の
「
人
口
・
所
得
フ
レ
ー
ム
関
係
資
料
」
に

よ
る
と
、
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
の
目
標
年
次
で
あ
る
昭
和
六
十
六
年
の
沖
縄
県
の
完
全
失
業
率
は
三
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
つ
て
い
る
。 

二 

政
府
は
第
二
次
振
興
開
発
計
画
で
、
沖
縄
の
厳
し
い
雇
用
・
失
業
情
勢
に
対
応
し
て
、
「
雇
用
の
安
定
を
図 

2 

こ
の
目
標
は
ど
の
よ
う
な
施
策
に
よ
つ
て
達
成
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。 

1 

政
府
は
、
一
九
八
〇
年
代
経
済
社
会
の
展
望
と
指
針
」
で
昭
和
六
十
五
年
の
完
全
失
業
率
の
目
標
値
を 

「
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
」
と
し
て
い
る
。 

以
上
の
立
場
か
ら
沖
縄
県
の
雇
用
・
失
業
問
題
に
つ
い
て
、
以
下
の
点
を
質
問
す
る
。 

沖
縄
県
の
目
標
を
全
国
値
「
二
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
」
と
せ
ず
に
何
故
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
し
た
の
か
、
そ

の
根
拠
と
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

四 

 



 

三 

昭
和
四
十
六
年
十
二
月
三
十
一
日
に
公
布
さ
れ
た
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
は
、
第
三
十
八
条
で
、
労
働

大
臣
が
沖
縄
県
知
事
の
意
見
を
聞
い
て
「
就
業
の
機
会
の
増
大
を
図
る
た
め
の
事
業
の
実
施
そ
の
他
必
要
な
事

項
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
そ
の
計
画
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
る
。 

る
た
め
、
産
業
の
振
興
と
有
機
的
な
連
携
の
も
と
沖
縄
の
実
情
に
即
し
た
雇
用
機
会
の
創
出
を
図
る
な
ど
の
総

合
的
な
雇
用
対
策
を
進
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

政
府
は
同
法
制
定
後
、
こ
の
第
三
十
八
条
に
基
づ
く
失
業
対
策
事
業
を
こ
れ
ま
で
に
一
度
も
実
施
し
た
こ
と

が
な
い
。 

こ
こ
で
い
う
「
総
合
的
な
雇
用
対
策
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 私

は
、
こ
れ
ま
で
も
こ
の
こ
と
を
再
三
指
摘
し
そ
の
実
施
を
求
め
て
き
た
。
し
か
る
に
政
府
は
、
沖
縄
県
に 

ま
た
、
そ
の
推
進
状
況
は
ど
う
か
。 

五 

 



 

2 

産
業
の
振
興
に
よ
つ
て
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
い
つ
て
も
「
早
急
に
そ
の
効
果
を
期
待
す
る
の
は
困

難
」
（
昭
和
五
十
八
年
六
月
「
沖
縄
県
経
済
の
概
況
」
沖
縄
開
発
庁
、
沖
縄
総
合
事
務
局
）
と
述
べ
て
お
り
、
現

実
に
は
見
通
し
が
立
た
な
い
状
況
に
あ
る
。
と
り
わ
け
深
刻
な
沖
縄
の
失
業
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、

公
的
就
労
事
業
を
国
の
責
任
で
興
し
て
、
就
労
の
場
を
つ
く
つ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う

か
。 

1 

政
府
は
、
同
法
第
三
十
八
条
に
基
づ
く
失
業
対
策
事
業
の
役
割
、
意
義
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の 

か
。
ま
た
、
今
後
に
お
い
て
も
こ
の
事
業
を
実
施
す
る
意
思
は
な
い
の
か
。 

お
い
て
は
産
業
振
興
に
よ
つ
て
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
と
称
し
て
、
「
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
は
考
え
て
い 

な
い
」
と
拒
否
し
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

し
か
し
、
現
に
県
下
の
那
覇
市
、
浦
添
市
な
ど
で
、
こ
の
種
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
効
果
を
あ
げ
て
い 

 

る
。 

六 

 



 

四 
沖
縄
県
の
失
業
者
は
若
年
層
が
多
く
、
そ
の
対
策
が
大
き
な
課
題
と
な
つ
て
い
る
。
昭
和
五
十
七
年
度
で
み

る
と
、
二
十
九
歳
以
下
の
失
業
者
が
全
体
の
五
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
極
め
て
高
い
状
況
に
あ
る
（
沖
縄
県
の

経
済
概
況
、
昭
和
五
十
八
年
度
版
）
。 

五 

政
府
は
、
昭
和
五
十
九
年
四
月
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
第
三
十
八
条
に
基
づ
く
「
沖
縄
県
の
労
働
者 

若
年
層
の
失
業
者
が
多
い
原
因
の
ひ
と
つ
に
県
外
就
職
者
の
い
わ
ゆ
る
Ｕ
タ
ー
ン
現
象
が
あ
る
と
い
う
こ
と

は
、
こ
れ
ま
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
Ｕ
タ
ー
ン
者
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
そ

の
理
由
と
し
て
「
県
内
で
就
職
し
た
い
」
と
答
え
て
い
る
も
の
が
、
昭
和
五
十
二
年
か
ら
昭
和
五
十
六
年
の
平
均

で
六
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
特
徴
で
も
あ
る
（
沖
縄
県
の
経
済
概
況
、
昭
和
五
十
八
年

度
版
）
。 

政
府
は
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
が
年
々
増
加
す
る
原
因
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
県
内
に
お

け
る
雇
用
機
会
の
拡
大
を
含
む
若
年
層
の
失
業
対
策
を
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。 

七 

 



 

2 

改
定
案
は
基
本
方
針
の
項
で
、
沖
縄
県
の
労
働
者
の
雇
用
確
保
を
す
る
た
め
に
、
「
沖
縄
県
内
に
お
け
る

雇
用
機
会
の
確
保
・
拡
大
に
む
す
び
つ
く
施
策
の
推
進
に
努
め
る
」
及
び
「
沖
縄
の
実
情
に
即
し
た
雇
用
機
会

の
創
出
に
努
め
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

1 

「
沖
縄
県
の
労
働
者
の
職
業
安
定
の
た
め
の
計
画
」
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
は
何
か
明
確
に
さ
れ
た

い
。 

の
職
業
安
定
の
た
め
の
計
画
」（
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
日
作
成
）
の
改
定
案
を
作
成
し
、
沖
縄
県
知
事
に
意
見

を
求
め
て
い
る
。 

こ
の
改
定
案
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
一
年
五
月
十
日
作
成
の
現
行
計
画
は
、
「
県
内
に
お
い
て
雇
用
機
会
の
確 

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
」
及
び
「
地
元
雇
用
機
会
の
創
出
」
と
述
べ
て
い
る
。 

改
定
案
で
い
う
「
雇
用
機
会
の
確
保
・
拡
大
に
む
す
び
つ
く
政
策
」
と
は
何
か
。
ま
た
、「
沖
縄
の
実
情
に 

八 

 



 

 

九 

即
し
た
雇
用
機
会
の
創
出
」
と
「
地
元
雇
用
機
会
の
創
出
」
は
ど
う
違
う
の
か
。 

今
回
の
改
定
案
で
、
現
行
計
画
を
こ
の
よ
う
な
表
現
に
改
定
し
よ
う
と
す
る
理
由
は
何
か
。 

3 

改
定
案
は
、
諸
政
策
の
実
施
に
当
た
つ
て
、
「
機
関
が
行
う
地
域
開
発
、
産
業
振
興
等
の
関
連
施
策
を
十

分
考
慮
し
、
効
果
的
な
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

現
行
計
画
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、
「
機
関
が
行
う
地
域
開
発
、
住
民
福
祉
等
の
関
連
施
策
を
十
分
考
慮
し 

つ
つ
、
実
施
す
る
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
。 

「
住
民
福
祉
」
を
「
産
業
振
興
」
に
改
定
す
る
理
由
は
何
か
。 

「
住
民
福
祉
」
の
関
連
施
策
は
考
慮
し
な
い
考
え
か
。 

右
質
問
す
る
。 


